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ご挨拶

決算概要：

今決算総括と今後に向けて：

 20/3期第2四半期は、期初予想通り営業利益ゼロの着地

 但し、事業環境が大きく変化し、将来の外部環境が依然不透明である事から、多くの
拠点で合計148億円の減損損失計上

 20/3期通期も営業利益ゼロと期初予想（20億円）に対し大幅に未達

 継続的な配当を目指していたが、経常損失ならびに当期純損失となる見込みであり、
当期無配とする方針とした

 事業環境の変化/悪化に加え自社要因も大きい。後ほど下記項目について説明する

 事業環境

 事業動向（特にJATIM社、北米MSSC)

 減損について

 事業の反省

 新中期経営計画に向けて

 緊急施策

Ⅰ.ご挨拶
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 2020年３月期 第２四半期実績

Ⅲ. 2020年３月期 通期業績予想

Ⅳ.今後の取り組み

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績
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サマリー

（億円）

 売上高は、主に国内特殊鋼鋼材事業における建設機械及び産業機械・工作機械メーカーの需要低迷
による売上げの減少、及びばね事業における北米子会社をはじめとした海外子会社での自動車向け
販売減及び為替の影響により減収。

 営業利益は、ばね事業における北米子会社において、売上減に加え新製品の生産トラブルにより
コストが増加したこと、及び国内特殊鋼鋼材事業において、売価改善効果と来年度の高炉改修に
備えた在庫積上げによる生産増の効果があったものの、販売数量減が大きく影響し減益。

 経常利益は、営業利益の減益に伴い減益となり、損失計上。

 当期純利益は、特別損失として減損損失を計上したことにより多額の損失を計上。

19/3期 20/3期

第２四半期

実績

通期

実績

第２四半期

予想値 ※

第２四半期

実績

期初

予想差
前年同期差

売 上 高 631 1,294 650 602 △48 △29

営 業 利 益 8 11 0 1 1 △7

経 常 利 益 3 1 △5 △4 1 △7

親会社株主に
帰 属 す る
四半期純利益

3 3 △7 △143 △136 △146

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績

※2019年５月14日決算発表公表数値。
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※4

その他

売上数量減

研究開発費

・償却費
△1△13

+7 △5 +5 +1

+8 △9
原材料価格
※2（室蘭
特殊要因）

※3JATIM社
連結

子会社化
原材料価格

（市況）
売価 18

室蘭高炉の
巻替えに
備えた

備蓄効果

売上高・営業利益の変化要因(前年同期比)

20/3期
第２四半期

実績

19/3期
第２四半期

実績

営業利益

631 売上

数量減

△76
+7 +21 +6 △6 +19

売価
602

連結調整
その他※1受託数量増

JATIM社 為替差

売上高 （億円）

（億円）

19/3期
第２四半期

実績

20/3期
第２四半期

実績

※3. JATIM社の損益変動要因は「JATIM社連結子会社化」に全て含めております。

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績

※1. 日本製鉄株式会社殿から生産を委託されているＯＥＭ製品及び
圧延賃加工（受託圧延）の数量

※2. 19/3期室蘭コークス炉改修に伴い発生した一過性コスト

※4. その他内訳：特殊鋼鋼材事業 生産コスト△3、製品等在庫評価△2
ばね事業 生産コスト△2
素形材事業 マザー工場立ち上げ費用△2
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 売上高は、特殊鋼鋼材、ばね、素形材事業で減収。

 営業利益は、特殊鋼鋼材事業は減益、ばね事業は赤字拡大により、減益。

（億円）

セグメント別売上高・営業利益

19/3期 20/3期

第２四半期実績 第２四半期実績 前年同期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 317 297 △20
営 業 利 益 11 9 △2

ば ね
売 上 高 247 234 △13
営 業 利 益 △5 △10 △5

素 形 材
売 上 高 58 47 △11
営 業 利 益 1 △0 △1

機 器 装 置
売 上 高 37 46 9
営 業 利 益 1 1 0

そ の 他
売 上 高 20 20 0

営 業 利 益 1 1 0

連 結 調 整
売 上 高 △48 △42 6

営 業 利 益 △0 0 0

合 計
売 上 高 631 602 △29
営 業 利 益 8 1 △7

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績
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特殊鋼鋼材事業 セグメント別営業利益の変化要因

19/3期
第２四半期実績

20/3期
第２四半期実績

19/3期
第２四半期実績

売上
297

売上
317

（億円）  売上高は、
・原材料価格（鉄鉱石及び合金鉄単価）上昇に対する

売価改善、
・受託材の増量及び海外事業（JATIM社）売上量拡大の

増収効果があったが、
・国内主要顧客の生産減やこれに伴う在庫調整の継続に

よる売上数量減の減収影響が上回り、
△20億円の減収。

 営業利益は、

・原材料価格の上昇及び売上数量減や在庫評価益減

などの減益影響を、

・売価改善及び前期のコークス炉改修に伴う
コストアップの改善（原材料価格 特殊要因）

・来年度の高炉改修に備えた在庫積み上げに
よる生産増の効果

で挽回するも補うことができず△２億円の減益。

売
価

J
A
T
I
M
社

（億円）

売上
34

売上
28

＜JATIM社＞

 売上高は、平鋼の売価アップと

丸鋼の客先承認取得による売上増加により、

前年同期比+６億円 。

 営業利益は、2018年後半からの

スクラップ価格高騰時の前倒し調達の影響や、

新規鋼種量産化における製鋼工場での

トラブル増加等で製造コストが悪化し

前年同期比△１億円。

JATIM社

20/3期
第２四半期実績

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績

特殊鋼鋼材事業
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△5

原
材
料
価
格

△2

(

北
米)

売
上
数
量
減

売
価
（
市
況
）

0

0
+1

そ
の
他

売
価

△3
+1

関
税
影
響

+1

生
産
コ
ス
ト

△2 △1

(

北
米
以
外)

売
上
数
量
増 △10

△5
ド
イ
ツ

そ
の
他

イ
ン
ド

0

日
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中
国

△10

△5
+1 0

北
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△2
0

メ
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+1

19/3期
第２四半期実績

20/3期
第２四半期実績

ばね事業

売上
247 売上

234

・償
却
費

研
究
開
発
費

売上
247

売上
234

拠点別増減分析

19/3期
第２四半期実績

20/3期
第２四半期実績

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績ばね事業 セグメント別営業利益の変化要因①

（億円）

（億円）
＜拠点別増減分析＞

拠点別では、前年同期比 北米で△５億円、

ドイツ△２億円、日本＋１億円、その他＋１億円。

（北米子会社詳細については次ページ参照）

ドイツは、欧州市場の景気後退と中国市場低迷に

よる輸出不振により商用車向けブレーキスプリング

の売行きが鈍化し、また、2018年暖冬の影響により

アフターマーケット用ばねが不調。

日本は、板ばねJATIM社材適用＋0.4億円、

自動車用巻ばね売価改定＋0.8億円 等。

売上高は、北米での自動車向け販売減及び

為替の影響に加え、国内外において建設機械向け

の需要低迷により、減収。

営業利益は、＜拠点別増減分析＞に記載のとおり、

北米子会社の影響が大きく、減益。

（北米子会社詳細については次ページ参照）
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△3
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響
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価
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等

0+1
△5億

減益
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上
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減

△1

売
価(

市
況)

売
価

0
△2 +1 △2

為
替

+1

19/3期
第2四半期

実績

20/3期
第2四半期

実績

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績ばね事業 セグメント別営業利益の変化要因②

（億円） ＜北米子会社増減分析＞

売上数量減については、新規モデル切り替え時の

失注により受注減。

売価については、顧客との価格改定交渉の決着が

上期に未決着のため、継続下期交渉中。

（一部顧客にて決着済）

売価（市況）は材料市況と連動して下がったものの、

原材料価格（子部品）の値上がりの影響等により

減益。

生産コストについては、新製品スタビライザ立上げ

トラブルによる労務費経費の増加により損益悪化。

北米MSSC増減分析
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0.7
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+0.6
+0.4

△1.5
△0.5
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研
究
開
発
費

売
価

0.6

売
上
数
量
増

品
種
構
成

+1.0
1.4

△0.2

19/3期
第２四半期実績

20/3期
第２四半期実績

19/3期
第２四半期実績

20/3期
第２四半期実績

売上
46売上

37

売上
47

売上
58

△0.3

（億円）

（億円）
 売上高は、特殊合金粉末の中国市場低迷による

需要減と、合金原料価格下落に伴う

合金サーチャージ売価の低下の影響を受け、

大きく減収。

 営業利益は、合金原料価格下落と鋳鋼売価

改善による増益がみられたものの、中国市場

低迷による粉末の売上減やマザー工場(*)

立ち上げによる費用増により減益。

(*)千葉製作所内に導入するＶＩＭ（真空溶解炉）や

各種の試験・試作ラインにより得られた技術知見を、

主に海外工場へ展開することを目的にしたモデル工場。

 売上高は、新分野の洋上風力発電関連製品の

売上増により増収。

 営業利益は、売上げの増加により増益。

素形材事業

機器装置事業

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績素形材・機器装置事業 セグメント別営業利益の変化要因



11

19/3期 20/3期

第２四半期実績 第２四半期実績 前年同期差

営業利益 8 1 △7
営業外損益 △5 △5 0

為替差損益 △3 △1 2
支払利息 △5 △6 △1
持分法投資損失 △0 △0 △0

経常利益又は経常損失 3 △4 △7
特別損益 3 △154 △157

減損損失 0 △148 △148
固定資産処分損益 2 ※1 △3 △5
株式売却益 2 0 △2
災害による損失 △0 ※2 △1 △1
投資有価証券評価損 0 △1 △1

税金等調整前四半期純利益又は純損失 6 △158 △164

税金費用等 △8 △12 △4
非支配株主に帰属する四半期純利益又は純損失 4 ※3 27 23

親会社株主に帰属する四半期純利益又は純損失 3 △143 △146

（億円）

営業外損益・特別損益影響

※1 JATIM社での電気炉事故による設備除却費用を計上。下期保険での補填の見込。
※2 千葉ばね工場において台風被害による損失の引当金を計上。下期保険での補填の見込。
※3 JATIM社等が損失を計上しているため、非支配株主に帰属する当期純損失で

終損益が加算されている。

 インドネシアルピアの為替変動が落ち着き、為替差損が減少。
 海外子会社において減損損失を計上したことにより多額の当期純損失計上。
 税金費用等にインドネシア子会社（ＪＡＴＩＭ社）の繰延税金資産の取り崩し△12億円を含む。

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績
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減損損失（拠点別）

 特別損失として海外子会社において、減損損失１４８億円を計上。

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績

事 業 拠 点 損 失

特 殊 鋼 鋼 材 インドネシア PT. JATIM TAMAN STEEL MFG. △９０

ば ね

アメリカ MSSC US INC. △1４

カナダ MSSC CANADA INC. △７

メキシコ MSSC MFG MEXICANA, S.A. DE C.V. △７

ドイツ MSSC Ahle GmbH △１６

中国 寧波菱鋼弾簧有限公司 △７

インド MSM SPRING INDIA PVT．LTD. △４

ば ね 小 計 △５５

素 形 材 タイ MSM (THAILAND) CO.,LTD. △４

合 計 △１４８

（億円）減損損失 拠点別内訳



13

ア メ リ カ 子 会 社 MSSC US INC. （自動車用巻ばね／スタビライザの製造・販売）

対 象 設 備 自動車用巻ばね／スタビライザの製造設備

減 損 の 背 景 将来の受注が不透明、また足元の売上低迷及び改善の進捗が遅れているため

施 策
材料価格上昇分の顧客からの確実な回収、巻ばねラインの停止（今年度第４四半期中）、
新製品生産トラブルの解消 ※詳細は後述

カ ナ ダ 子 会 社 MSSC CANADA INC. （自動車用巻ばね／スタビライザ／トーションバーの製造・販売）

対 象 設 備 自動車用巻ばね／スタビライザ／トーションバーの製造設備

減 損 の 背 景
将来の受注が不透明、また足元の売上低迷及び新たな設備導入の立ち上げが遅れている
ため

施 策
米国工場からの巻ばね生産の移管による充填率向上、材料価格上昇分の顧客からの

確実な回収 ※詳細は後述

減損損失（各拠点の状況） Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績

イ ン ド ネ シ ア

子 会 社
PT. JATIM TAMAN STEEL MFG.（平鋼・丸鋼の製造・販売）

対 象 設 備 平鋼・丸鋼の製造設備

減 損 の 背 景

当初計画に対して、インドネシア経済の減速による受注量の低迷に加え、新規受注品の
立ち上げトラブル等により生産コストが上昇し、足元の売上損益が未達、直近の景気動向
も弱含みであり、将来の受注が不透明なため

施 策 コスト改善、調達方法の是正、拡販 ※詳細は後述
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Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績

ド イ ツ 子 会 社 MSSC Ahle GmbH（自動車用及び商用車用巻ばねの製造・販売）

対 象 設 備 自動車用及び商用車用巻ばねの製造設備

減 損 の 背 景

欧州国内及び中国商用車需要減少の影響で既存製品の販売が低迷、さらに各自動車
メーカーの欧州拠点縮小・撤退の影響を受け、計画していた新規事業での収益確保が
困難となったため

施 策 新規事業進出の凍結、人員整理等のコスト削減による既存事業の建て直し

中 国 子 会 社 寧波菱鋼弾簧有限公司（自動車用巻ばね、スタビライザ及び建設機械用ばねの製造・販売）

対 象 設 備 スタビライザ及び建設機械用ばねの製造設備

減 損 の 背 景
中国国内の景気減速による建機需要、乗用車需要減少の影響で当社太巻ばね及び
スタビライザの販売計画が下方修正となったため

施 策
太巻ばね、スタビライザ共に新技術による受注量拡大を推進し、工場稼働率の向上、

生産性改善を図る

減損損失（各拠点の状況）

メ キ シ コ 子 会 社 MSSC MFG MEXICANA, S.A. DE C.V. （自動車用スタビライザの製造・販売）

対 象 設 備 自動車用スタビライザの製造設備

減 損 の 背 景
トランプ政権の施策により自動車メーカーの新規進出が後退、 またメキシコでの自動車生産
が当初見込みより減少、拡販計画で見込んでいた製品の受注遅れ

施 策 現地調達材への切り替え及び生産面でのコスト改善
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Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績

タ イ 子 会 社 MSM （THAILAND） CO., LTD. （精密鋳造品、機械加工品の製造・販売）

対 象 設 備 ターボ部品用精密鋳造品製造設備

減 損 の 背 景 ディーゼル用ターボチャージャー部品の受注減少により、拡販計画に未達となっているため

施 策
千葉マザー工場を活用して競争力を強化し、ガソリン用ターボチャージャー
部品の拡販に注力

減損損失（各拠点の状況）

イ ン ド 子 会 社 MSM SPRING INDIA PVT．LTD．（建設機械用ばねの製造・販売）

対 象 設 備 建設機械用ばねの製造設備

減 損 の 背 景
インド国内建機需要減少の影響を受け、各建機メーカー向けに納入していた

当社太巻ばねの打切りや切替延期による販売減

施 策 海外輸出向け拡販の強化、材料現調化や経費抑制等を通じた徹底したコストダウン
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財務状況・経営指標

18/3期

第２四半期実績

19/3期

第２四半期実績

20/3期

第２四半期実績

総資産 （億円） 1,346 1,471 1,322

純資産 （億円） 667 702 500

自己資本比率 （％） 45.4 41.8 33.5

売上高経常利益率 （％） 2.7 0.5 －

ROE （％） 2.7 0.9 －

ネットD/Eレシオ (倍) 0.0 0.4 0.6

 減損損失計上により、総資産・純資産が減少。

 自己資本比率は33.5％に減少。

Ⅱ.2020年３月期 第２四半期実績



17

Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 2020年３月期 第２四半期実績

Ⅲ. 2020年３月期 通期業績予想

Ⅳ.今後の取り組み

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想
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通期業績予想 Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

 次の状況を踏まえ、11月12日に通期の売上高及び利益の予想を下方修正。

 売上高は、第３四半期以降、建設機械業界の需要減がさらに強まり、減収幅が拡大する見込み。

 営業利益は、減損損失の計上により償却負担が軽減されるものの、国内鋼材の販売量の
減少拡大と、改善を見込んでいた北米ばね子会社及びインドネシア特殊鋼子会社の回復が遅れる
見込みであることから、通期で損益±０を見込む。

 経常利益は、 営業利益の減益を受け、期初予想を下回る見込み。

 当期純利益は、上期に計上した減損損失により、期初予想を大きく下回る見込み。

19/3期 20/3期

実績 期初予想 ※ 今回予想 期初予想差 前年同期差

売 上 高 1,294 1,370 1,200 △170 △94

営 業 利 益 11 20 0 △20 △11

経 常 利 益 1 7 △13 △20 △14

親 会 社 株 主 に

帰 属 す る

当 期 純 利 益

3 3 △160 △163 △163

※ 2019年5月14日決算発表公表数値。

（億円）
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11

+8

原材料

価格

※2(室蘭

特殊要因)

売価

+5+4 △2
+1

+18 △10

売上
数量減

研究開発費
・償却費

△33 原材料
価格
(市況)

※3JATIM社
連結

子会社化

※4
その他

0

△2

室蘭高炉の
巻替えに
備えた

備蓄効果

減損による
償却負担減

1,294 
※1 受託数量増

連結調整

その他

+33

+4
+90

△212 △3 △6

売価
1,200

売上
数量減

JATIM社

売上高・営業利益の変化要因

19/3期
実績

20/3期
予想

（億円）

（億円）

19/3期
実績

20/3期
予想

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

※3. JATIM社の損益変動要因は「JATIM社連結子会社化」に全て含めております。

為替差

営業利益

売上高

※2. 19/3期室蘭コークス炉改修に伴い発生した一過性コスト

※4. その他内訳：特殊鋼鋼材事業 製品等在庫評価△2
ばね事業 生産コスト△3
素形材事業 マザー工場立ち上げ費用△4 他

※1．日本製鉄株式会社殿から生産を委託されているＯＥＭ製品及び
圧延賃加工（受託圧延）の数量
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（億円）

セグメント別業績予想

19/3期 20/3期

実績 期初予想※ 今回予想 期初予想差 前年同期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 648 700 560 △140 △88
営業利益 12 12 9 △3 △3

ば ね
売 上 高 497 515 485 △30 △12
営業利益 △9 0 △13 △13 △4

素 形 材
売 上 高 114 115 100 △15 △14
営業利益 4 4 1 △3 △3

機 器

装 置

売 上 高 93 100 100 0 7
営業利益 2 3 3 0 1

そ の 他
売 上 高 42 38 35 △3 △7
営 業 利 益 2 1 1 0 △1

連 結 調 整
売 上 高 △99 △98 △80 18 19
営 業 利 益 0 0 0 0 0

合 計
売 上 高 1,294 1,370 1,200 △170 △94
営業利益 11 20 0 △20 △11

 売上高は、特殊鋼鋼材・ばね・素形材事業において期初予想、前年同期を下回る見込み。

 営業利益は、ばね事業は±０を見込んでいたが、赤字拡大。
特殊鋼鋼材・素形材事業は、期初予想、前年同期を下回る見込み。

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

※2019年５月14日決算発表公表数値。
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19/3期
実績

20/3期
予想

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

売上
560

売上
648

（億円）

19/3期
実績

20/3期
予想

売上
700

売上
648

JATIM社による増収効果（33億円）
受託数量増による増収効果（40億円）

【期初予想】
 売上高は、

・中国経済減速感を受け、
主要顧客の建設機械向け・産業機械向け等の在庫調整が
あり自社数量減となるが、受託数量は増加。

・顧客承認が進む海外事業（JATIM社）の販売量は拡大
等により増収を見込む。

 営業利益は、
・JATIM社は販売量拡大とコスト低減により改善
・コークス炉改修影響は下期より改善されるが、

コークス炉改修完了による償却費等の増加があり、
加えて、

・建設機械・産業機械メーカー向けの販売数量の減少等の
減益要因があり、
前年並みの利益を見込む。

【今回予想】
 売上高は、

・主要顧客の建設機械向け・産業機械向け等の生産減と
これに伴う在庫調整が下期拡大することから
自社売上数量は大幅減。

・受託数量は高炉改修前の備蓄材生産により増。
・海外事業（JATIM社）は売上数量減（詳細23ページ）
以上を主因に、△88億円の減収を見込む。

 営業利益は、
・JATIM社は、減損による償却負担減等により増益５億円
・国内は、

・自社売上数量の大幅減による減益が大きく、
・原材料価格（鉄鉱石単価）上昇分は売価転嫁にて補填
・コークス炉改修完了に伴うコスト改善が、償却費の増加を補う

（原材料価格 特殊要因）
・来年度の高炉改修に備えた在庫積み上げによる生産増の効果
等増益要因があるも、国内事業として△８億円の減益を見込む。

期初予想

今回予想

※期初予想＝2019年５月14日決算発表公表数値。

特殊鋼鋼材事業 セグメント別営業利益の変化要因

うち減損による
償却負担減
（+４億円）

国内売上数量減影響
（△196億円）

受託数量増による
増収効果（90億円）
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特殊鋼鋼材事業 国内売上量

建機関連在庫 (在庫/受注)比率
建機主要 2019年 2020年
ユーザー 11月 12月 1月 2月 3月

① 5.9 5.1 4.3 3.5 2.7
② 4.1 3.1 2.3 適正化
③ 5.8 4.8 4.0 3.1 適正化
④ 5.8 4.8 3.9 2.8 適正化
⑤ 3.1 2.1 適正化
⑥ 3.1 2.2 適正化
⑦ 5.8 4.8 3.8 2.8 適正化

平均 4.6 3.7 2.8 適正化

●売上量は、2018上期に対し、今下期は54％と大きく落込んでいる。
国内外販の主要３分野での売上量は、建機関連と産機・工作関連では同様
の見込みだが、トラック・自動車は上期で底となり回復を見込んでいる。

● MSM売上量の落込みが主要建機メーカーの販売台数減より大きいのは、
関連ユーザー在庫量が影響しており、在庫量適正化は2020年３月頃と見込ん
でいる。来期からは実需見合いに戻ると予想する。

図１ 図２ 図５

図３ 図４

表１

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想特殊鋼鋼材事業（ご参考）
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格
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止
）
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Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

【期初予想】
 売上高は、平鋼の顧客承認進展によるJATIM社材への切替

と丸鋼の拡販効果により+33億円の増加を見込む。

 営業利益は、売上数量増加と生産コスト改善により+10億円
の改善を見込む。

 のれん等の償却を含めると未だ連結上マイナス。今後も
コスト改善と拡販活動に注力していくが、米中貿易摩擦、
韓国景気低迷による安価材の流入等の懸念事項もある。

19/3期
実績

20/3期
予想

売上
60

売上
63

19/3期
実績

20/3期
予想

売上
96売上

63

（億円）

【今回予想】
 売上高は、

JATIM社材への切替は予定通り進捗したが、インドネシア
国内トラック販売台数減少に伴う板ばね平鋼の販売減と、
丸鋼では安価な店売を辞め、安定して製造できる鋼種に限定
したため、拡販が進まず、△３億円の減収を見込む。

 営業利益は、
平鋼売価改定による売価UPと減損による償却負担減、
土地償却停止による効果等がある一方、売上数量減及び
製鋼工場の生産トラブル増加等によるコスト悪化の影響が
あり、+５億円の増益にとどまる。

期初予想

今回予想

（億円）

特殊鋼鋼材事業(JATIM社) セグメント別営業利益の変化要因

※期初予想＝2019年５月14日決算発表公表数値。
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19/3期
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ばね事業 セグメント別営業利益の変化要因

（億円）

（億円）

※期初予想＝2019年５月14日決算発表公表数値。

【今回予想】

売上高は、北米での自動車向け販売減及び為替の影響に

加え、国内外において建設機械向けの需要低迷により、減収

を見込む。

営業利益は、減損による償却負担減があるものの、売上減の

影響及び北米の生産コストの悪化により大幅な減益を見込む。

期初予想と比較すると、売価（価格改定）の未達と生産コスト

の乖離が大きく、損失幅が拡大。

【期初予想】

売上高は、ASEAN及びインドでの拡販効果により増収を見込む。

営業利益は、

（北米）前年の材料アップ分の売価反映（+３億円）、

生産コスト改善（+３億円）、他要因（△３億円）

（中国）販売増と製造コスト削減（+１億円）

さらに新規進出地域（インド／メキシコ等）での増量効果（+２億円）

により、 +９億円の増益。

赤字解消を見込むが、18/3期の水準までには戻らず。

生
産
コ
ス
ト
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Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想ばね事業(拠点別) セグメント別営業利益の変化要因

※期初予想＝2019年５月14日決算発表公表数値。

（億円）

（億円）

【今回予想】

（北米） △６億円。

（詳細については次ページ参照）

（ドイツ） 欧州市場の景気後退と中国市場低迷による

輸出不振により商用車向けブレーキスプリング

の売行きが鈍化の見込み。

また、減損による償却負担減（+１億円）があるも、

2018年暖冬の影響によりアフターマーケット用

ばねの不調により売上減。（△２億円）

【期初予想】

拠点別では、前期比 北米は+３億円の改善に留まり、

その他地域で+６億円、合計で+９億円を見込む。

日本では、板ばねの調達コスト上昇について、JATIM社材への

切り替え（承認取得済み）により、コストダウンを図る。

一方で、建設機械向け太巻ばねが中国建機市場の

弱含みを受けて、販売減となる見込み。

新規進出地域では、徐々に増量効果が出てくる。
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Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想ばね事業(北米MSSC) セグメント別営業利益の変化要因

※期初予想＝2019年５月14日決算発表公表数値。

（億円）

（億円）

期初予想

今回予想
【今回予想】

売上数量減については、新規モデル切り替え時の失注により

受注減。

売価（価格改定）については、顧客との価格改定交渉が今期に

決着が着かないことをリスクとして織り込んだ。

（一部顧客では決着済）

売価（市況）は材料市況と連動して下がるものの、原材料価格

（子部品）が値上がりするため△２億円の影響を受ける見込み。

生産コストについては、新製品スタビライザ立上げトラブルに

よる労務費経費の増加、トーションバー工程の省人化遅れ等

により悪化。

【期初予想】

材料価格は足元で落ち着いて推移

客先への売価転嫁はメーカーと継続交渉中。

ただし、100％回収できるとは見ていない（+３億円）

値引きは客先との契約上のもので例年レベル（△1億円）

生産改善チームを派遣して生産面でのトラブル解消、

設備投資で計画した生産コスト低減効果を見込む。（+３億円）
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【今回予想】

 売上高は、粉末において中国市場の低迷による数量減と

合金サーチャージ売価の低下による売上減や欧州向け

ターボチャージャー関連部品の伸び鈍化の影響を受け

減収を見込む。

 営業利益は、減損による償却負担減、品質・コスト改善に

よる増益が見られるものの、売上げの減少による利益減

に加え、素形材事業のマザー工場立ち上げによる費用増

により減益を見込む。

（億円）

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

19/3期
実績

20/3期
予想

売上
100

売上
114

【期初予想】
 売上高は、合金サーチャージ売価の低下による

売上減があるものの、防衛関連船体製品と

ターボチャージャー関連部品の売上数量増により、

増収を見込む。

 営業利益は、千葉マザー工場の費用増が

あるものの、売上数量増及びコスト改善により、

前期並みを見込む。
19/3期
実績

20/3期
予想

売上
115

売上
114

期初予想

今回予想

（億円）

素形材事業 セグメント別営業利益の変化要因

※期初予想＝2019年５月14日決算発表公表数値。
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機器装置事業 セグメント別営業利益の変化要因
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【今回予想】

 売上高は、洋上風力発電関連製品の受注により、
増収を見込む。

 営業利益は、厳しい受注環境の中、

採算性低下等の悪化要因はあるものの、

増収効果及び前期に計上した電力機器製品の在庫

評価損が無くなったこと等から、１億円の増益を見込む。

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

【期初予想】

 売上高は、市場環境は厳しいものの、

洋上風力発電関連製品の受注により、

増収を見込む。

 営業利益は、洋上風力発電関連製品等の

増収効果により、前年並みを見込む。
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（億円）

19/3期
実績

20/3期
予想

期初予想

今回予想

（億円）

※期初予想＝2019年５月14日決算発表公表数値。
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通期業績予想（営業外損益・特別損益影響）

 インドネシアの為替変動は落ち着き、為替差損益は良化したものの、 JATIM社の金利負担が増加 。

 上期に計上した減損損失の影響により、多額の当期純損失となる見込み。

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

（億円）

19/3期 20/3期

実績 期初予想※1 今回予想 期初予想差 前年同期差

営業利益 11 20 0 △20 △11

営業外損益 △10 △12 △13 △1 △3

為替差損益 △4 0 △1 △1 3

支払利息 △10 △12 △12 0 △2

経常利益又は経常損失 1 7 △13 △20 △14

特別損益 13 5 △152 △157 △165

減損損失 0 0 △148 △148 △148

固定資産処分損益 2 0 0 0 △2

株式他売却益 20 5 0 △5 △20

災害による損失 0 0 0 0 0

投資有価証券評価損 △8 0 △1 △1 7

税金等調整前当期純利益又は純損失 14 12 △165 △177 △179

税金費用等 △20 △11 △21 △10 △1

非支配株主に帰属する当期純利益
又は純損失 8 2 ※2 26 24 18

親会社株主に帰属する当期純利益又は純損失 3 3 △160 △163 △163
※1 2019年５月14日決算発表公表数値。
※2 JATIM社等が損失を計上しているため、非支配株主に帰属する当期純損失で

終損益が加算される見込み。
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財務状況・経営指標

18/3期 19/3期 20/3期

通期 通期 予想

総資産 （億円） 1,534 1,533 1,444

純資産 （億円） 722 674 483

自己資本比率 （％） 40.9 38.5 29.4

売上高経常利益率 （％） 2.4 0.1 －

ROE （％） 4.7 0.5 －

ネットD/Eレシオ (倍) 0.3 0.3 0.7

 20/3期の配当については、20/3期の業績予想が、経常損失並びに親会社株式に帰属する
当期純損失の見通しとなることから、誠に遺憾ではございますが、当期の中間配当及び期末配当を
無配に修正させていただきます。
株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、早期に復配できるよう努めてまいりますので、
引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。

※ 2017年10月１日付で株式併合（10株を1株に併合）を実施しておりますが、18/3期の配当に
つきましては同連結会計年度期初に当該株式併合が行われたと仮定した金額を記載しています。

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

配当 ※ (円） 60.0 60.0 0.0

配当性向 （％） 31.8 329.0 －
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減価償却費設備投資
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17/3期実績 18/3期実績 19/3期実績 20/3期予想
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研究開発費・設備投資・ 減価償却費

減価償却費

18/3期実績17/3期実績 19/3期実績 20/3期予想

53

36

（億円）

※研究開発にかかわる減価償却費を含む

 研究開発費、設備投資は緊急業績対策として、必要 小限に絞りこむ。
 研究開発費は、期初見込み20億円から15億円に抑え、売上・コストダウンに効果があるものに注力。
 設備投資は、顧客のグローバル戦略の変化により欧州設備増強を凍結するなど、環境変化に対応した設備投資計画

の策定を行っている。期初見込み86億円に対し71億円に削減。
 減価償却費は、期初予想49億円に対し10億円の減少を見込む。減損損失の計上により、10月以降で償却負担減

６億円（のれん除く）、JATIM社の土地償却減２億円、および投資の見直しによる償却負担減２億円。

（億円）

71

（億円）

【研究開発費】

【設備投資・減価償却費】

Ⅲ.2020年３月期 通期業績予想

上期
42

下期
29
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 2020年３月期 第２四半期実績

Ⅲ. 2020年３月期 通期業績予想

Ⅳ.今後の取り組み

Ⅳ.今後の取り組み
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事業環境

事業環境：

 日本・インドネシア・インドにおける建設機械需要の低迷 ＜室蘭、JATIM社、建機ばね＞

 日本・インドネシアにおける商用車需要の低迷 ＜JATIM社、板ばね＞

 中国・韓国鉄鋼内需低迷によるアセアンへの安価材流入 ＜JATIM社＞

 北米で232条発令に端を発した材料市況の高騰 ＜北米MSSC＞

 米国・中国における自動車需要の低迷
＜北米MSSC、寧波/ばね・ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ、広田/粉末＞

 日系・米系ｶｰﾒｰｶｰの欧州からの撤退と北米小型乗用車市場の縮小
＜MSSC Ahle社、北米MSSC＞

米中貿易摩擦や保護貿易主義の台頭の影響により、北米・中国市場に加え、東南アジア
や欧州に於いても自動車生産台数が減少。建設機械業界に於いては、国内主要顧客の
生産減と在庫調整やインドネシア等の東南アジアの一部地域で需要低迷が見られる。

[当社への事業インパクト]

Ⅳ.今後の取り組み
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素形材事業：

事業動向

 中国需要低迷により粉末事業拡販苦戦

 ディーゼルエンジンに新規搭載予定のﾀｰﾋﾞﾝﾎｲｰﾙ発売延期により売上げ伸ばせず

 ノンコアビジネスと位置付けた鋳造磁石からの撤退

 「付加価値を素材から創る」為の設備（ＶＩＭ、ガスアトマイズ）を今下期設置
早期事業化を図る

 マザー工場の立ち上げにより本年度下期から新製品の開発、品質向上、コスト改善
を加速

 ガソリン用ターボチャージャー部品の拡販にシフト

素形材事業は、第３の柱とすべく、今後も進めていく

✓：結果 ➢ ：今後

Ⅳ.今後の取り組み
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特殊鋼鋼材事業：

事業動向

 室蘭コンビナートの素材供給量回復も、顧客需要低迷及び在庫圧縮により受注量が
前年同期比26％減少、更に下期は上期比３割減少の見込み

 高炉改修に備えた在庫積上げを実施中

 来期は高炉改修により操業が低下し厳しいが翌年から効果が出る予定

 日本製鉄殿と協業深化（効果は2022年より）

 JATIM社の業績の計画との乖離は、外部環境悪化の影響に加え自社要因も大きい
が改善傾向

JATIM社の改善を加速する

（JATIM社については後述）

✓：結果 ➢ ：今後

Ⅳ.今後の取り組み
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事業動向

✓：結果 ➢ ：今後

ばね事業：

 米系・日系自動車メーカーの相次ぐ欧州生産撤退・縮小により、欧州拠点への
自動車ばね製造ライン建設は凍結

 メキシコで新規立上り車種の市場投入延期による受注量低迷

 中国での日系小型車の不調による受注量低迷

 中国の建設機械日系メーカーシェアの低下の影響による建設機械用ばね受注減

 新規板ばねビジネスの受注決定（JATIM社とのシナジーにより実現）

 北米MSSCについては、通商問題等の外部要因に加えて自社要因が大きく、

抜本対策が必要

北米MSSCの赤字に対する止血が 優先

(北米MSSCについては後述）

Ⅳ.今後の取り組み
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事業動向

特殊鋼鋼材事業：インドネシア鋼材子会社(JATIM社)

[計画との乖離]

（製造面）

 2018年度末より丸鋼量産を開始、量産技術不足の中で急な拡販に走り立ち上げ
トラブルで想定以上のコストアップ

 スクラップ・黒鉛電極の品薄による価格高騰時に量を確保する必要性から前倒で

調達したところ需要減少に転じ在庫過多となった

 電極不良品や電気炉事故等による操業への悪影響が発生

（営業面）

 平鋼…商用車ﾒｰｶｰの販売不振（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ国内向け・当社向け）

 丸鋼…中国材と競合する安価な店売りへの販売を推進し悪化、及び紐付き顧客
承認の遅れによる数量減

（その他）

 直近ではスクラップ輸入規制の突然の発動

Ⅳ.今後の取り組み
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事業動向

品質改善状況

 安価な店売り販売を縮小

 大幅な人員整理や製造鋼種の絞り込みを含む構造改革の実施により品質向上・
生産性改善が進捗

 顧客承認は計画以上に進展、需要量減少の中でも現調化ニーズに対応して拡販中

 急激な需要減により棚卸資産増加（ｽｸﾗｯﾌﾟ、電極）も、今下期には適正水準まで削減

 コスト削減の進捗により新規板ばね受注を獲得、ばね事業とのシナジー効果を発揮

特殊鋼鋼材事業：インドネシア鋼材子会社(JATIM社)

鋼種ターゲット

在庫残⾼推移

更なる改善と拡販により早期黒字化を図る

Ⅳ.今後の取り組み
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事業動向

ばね事業部：北米ばね子会社（北米MSSC)

[北米MSSCの特徴]

 北米五大湖に隣接するカナダとアメリカに工場を持ち、各社自動車メーカー工場へ
のアクセスが良い

 カナダでは唯一のサスペンションばね工場

 北米MSSCは熱間成形を行い中大型車用のサスペンションばねやスタビライザ
製造を得意とする

 五大湖周辺の自動車メーカーはSUV車やピックアップトラックなど中大型車を中心
とする工場が多い

 生産量の多い中小型車工場は米国北部よりも南部に多く展開し競合サスペンショ
ンばねメーカーも米国南部中心に工場展開し北部の競合は相対的に少ない

 シェールオイル革命で米国産原油の産出が急増、ガソリン価格が安定している中
で米国では中大型車人気が根強い

Ⅳ.今後の取り組み
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事業動向

ばね事業部：北米ばね子会社（北米MSSC)

[北米MSSCの現状]

 現状軽量化ばね開発進捗し成約がでてきているが、モデルチェンジのタイミングで
採用され納入に至るには数年の時間差が発生

 足元の受注量が落ちてきているため充填率が大幅に低下し厳しい状況が続いて
いる

 新製品の立ち上げでトラブルが発生し追加コストが発生（対処済み）

 通商問題や保護貿易の影響で関税や材料高騰など製造以外の問題が発生（関税
問題は対処済み）

 材料高騰に対する製品価格転嫁は難航（一部顧客了解取得も交渉継続中）

Ⅳ.今後の取り組み
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事業動向

 2019年上期は損益悪化も下期は赤字幅縮小見込み。

 下期は、材料高騰分の価格反映（ベース改善）交渉で顧客了承分１億円のみ予算
計上。また、上期に発生した新規製品立ち上げトラブルの解消や材料市況による
悪影響の解消により上期比５億円改善して営業赤字６億円の見込み。

 難航している大口先１社との交渉は取引解消も視野へと強化しており、その効果
(遡及分を含め３億円相当）は来期に期ずれする可能性もあるため下期見込に織り
込んでいない。

ばね事業部：北米ばね子会社（北米MSSC)

2020年
上期 下期 上期予想

+2億円
△11億円 △11億円 △6 億円 △3~2 億円 ⇒次ページで説明

ベース ベース ベース

材料市況 材料市況

鋼材関税 新製品
ﾄﾗﾌﾞﾙ

2019年2018年2017年

営業利益推移

Ⅳ.今後の取り組み
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事業動向

ばね事業部：北米ばね子会社（北米MSSC)

2020年に向けて工場生産性改善などで損益改善を見込む

[工場生産性改善]

 アメリカ工場/カナダ工場共通 --- 巻ばねは５割操業（失注及び顧客需要減）
• アメリカ巻ばねラインを休止しカナダに集約してフルキャパシティ化

 アメリカ工場 --- 内製化投資もコスト低減に寄与せず
• 冷間引き抜き加工の充填率アップに目途、及び塗装プロセスの外注検討

 カナダ工場 --- 生産性改善投資
• トーションバーのアップセット工程自動化設備の導入

[材料高騰対策]

 難航している大口先1社との交渉は取引解消も視野へと強化。今下期に決着

しない場合は2020年上期に 終判断。

 材料市況変動リスクは購入と販売の参照指標統一化（変動リスクのミニマイズ化）
交渉が進捗し変動リスクが解消

工場生産性改善・売価是正を完遂させるとともに、工場統廃合を含む構造
改革を検討。

Ⅳ.今後の取り組み
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減損について

 JATIM社と北米MSSCの業績悪化により減損に至った。
また前述の事業環境の悪化を受けて、他の拠点も含めて将来事業計画を見直した結
果、当初想定していた収益性が見込めなくなったことから今回148億円の減損を実施。

 減損明細 （全て海外拠点）

• 特殊鋼鋼材事業部 ： 90億円

• ばね事業部 ： 55億円

• 素形材事業部 ： 4億円

 今回の大きな減損に至ったことを真摯に受け止め反省している

今期の減損内容：

Ⅳ.今後の取り組み
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事業の反省

今期の業績悪化を踏まえ、社長直轄の経営改革プロジェクトを2019年７月に立ち上げ。
同プロジェクトで事業の反省を総括。

環境変化/悪化の影響に加え、自社要因として、海外拠点展開を加速するあまり、
工場建設・安定調達・技術開発（含、プロセス改善）を同時に進めるべき所、
安定調達や技術開発の問題発生に対する解決が遅れたことが反省点。
自社要因によって生じた事象は以下。

 製造プロセス改善の遅れ

• エンジニアが内外拠点に分散し、コスト削減や新製品立ち上げへの取り組みが
甘くなった（北米MSSC、タイ・ターボチャージャー部品）

• 国内と現地の設備仕様に大きな差があり、エンジニアの国内での知見を活かす
のに時間がかかった（JATIM社)

 調達戦略の脆弱さが露見

• 原材料市況の高騰や仕入先供給能力の変化に対するリスク対応施策を実施した
ものの調達構造改革を含む抜本的対策を講じられなかった

 技術開発による新製品市場投入の遅れ

• 技術開発センターを開設して研究開発を加速したが、ばね・スタビライザの軽量
化技術開発が競合他社比１年遅延し海外拠点で相次ぎ失注（ばね全体）

事業の反省：

Ⅳ.今後の取り組み
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事業の反省

[既に着手している事業構造改革]

 調達戦略の見直し

• 本社資材部が国内外拠点の調達全体を管理する体制とし、一部の現法には
本社より調達経験豊富な上位管理職を派遣

• 自前主義に頼らず、商社等の外部組織を活用した調達構造への転換

 更なるばね軽量化技術の開発

• 巻ばねは汎用材による軽量化技術で提案中、スタビライザは新技術で一部
承認済み。

 選択と集中によるエンジニア不足の解消

• 精密ばね事業の組立品を縮小し、自動車ばね設計開発にエンジニアを投入

• タイ工場では鋳造磁石製造の撤退により他の製品開発にシフト

足元の対応：

Ⅳ.今後の取り組み
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新中期経営計画に向けて

新中期経営計画に向けて：

 現行中期計画は、2016年から2020年までの５ヵ年計画

 事業環境が急激に変化する中、問題発生に対する抜本的解決が遅れた反省を
踏まえ、2020年度から３ヵ年の新中期経営計画を今年度中に策定の上、5月を
目途に公表する予定

 その骨子は、次の通り

• 10年先を見越して今後3年間の計画を策定する

• まず１年目は止血（JATIM社、北米MSSC)

• ノンコア・低収益事業からの撤退・売却の推進による事業の「選択と集中」
実施

• 技術開発による付加価値・商品力向上を拠点新設よりも優先

• 製造コストの50％以上を占める資材の調達構造改革の実施

• 環境の変化に対して速やかに対処しリスクを 小化できる組織体制の強化

Ⅳ.今後の取り組み
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緊急施策

 アメリカ工場の巻ばね生産を休止しカナダ工場に集約

 欧州自動車用ばね事業進出の凍結

 ノンコアビジネスと位置付けた鋳造磁石からの撤退とヒンジビジネスの縮小

 役員報酬の一部返上

 固定費の圧縮

• ＪＡＴＩＭ社・フィリピン・タイ・ＵＳを中心に約1000名（派遣含む）の人員圧縮

• 設備投資の厳選・圧縮・見直し

• 試験研究・修繕費等で不急なものを圧縮

• 本社費の大幅削減

今期中の緊急施策：

Ⅳ.今後の取り組み
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まとめ

1. 事業環境は決して良くない

2. それ以上に自社要因による問題への対応が遅いということを認識して
いる

3. まずは、JATIM社、北米MSSCの止血を 優先に実行する

4. 拠点の統廃合、事業の撤退・縮小・売却を含めた抜本的施策を検討中

5. 技術開発による付加価値・商品力向上でメーカーとしての優位性を強
化する

6. これらを新中期経営計画として年度内に策定の上、５月に公表する

Ⅳ.今後の取り組み



＜将来見通しに関する注意事項＞
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。


